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31
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度

日

吉

台

学
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自
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会

通

常
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会
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４
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14
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前
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時
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台
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セ
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タ
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催
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30
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収
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な

ど

学
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自

治

連
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案

７

議

案

と

、

学

区

コ

ミ

ュ

テ

ィ

基

金

管

理

委

員

関

係

の

30

年

度

事

業

報

告

、

同

決

算

報

告

、

管

理

規

約

改

正

議

案

な

ど

を

審

議

す

る

。

高
齢
化
が
著
し
い
日
吉
台

住
民
に
少
し
で
も
元
気
に
暮

ら
し
て
も
ら
お
う
と
、
健
康

寿
命
を
の
ば
す
「
比
叡
朝
ク

ラ
ブ
」
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

参
加
会
員
を
募
っ
て
い
る
。

同
会
発
起
人
代
表
の
岡
崎

一
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、
日
吉

台
は
高
齢
化
の
荒
波
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
が
、
自
ら
の
手

で
健
康
づ
く
り
を
考
え
、
同

じ
仲
間
を
募
っ
て
日
吉
台
を

健
康
で
豊
か
な
学
区
に
し
よ

う
と
大
津
市
の
介
護
予
防
活

動
支
援
補
助
金
を
受
け
て
健

康
づ
く
り
の
「
比
叡
朝
ク
ラ

ブ
」
を
発
足
さ
せ
る
も
の
。

当
面
の
活
動
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
を
考
え
情
報
発
信

す
る
「
健
康
だ
よ
り
」
を
月

間
で
発
行
、
将
来
的
に
は
、

ラ
ジ
オ
体
操
に
取
り
組
み
、

朝
食
の
大
切
さ
を
訴
え
る

「
朝
が
ゆ
」
を
食
べ
る
運
動

な
ど
へ
展
開
し
て
ゆ
く
。
ク

ラ
ブ
参
加
希
望
者
は
、
岡
崎

一
郎
さ
ん
（
０
９
０
ー
４
９

０
７
ー
９
８
４
３
）
ま
で
。

締
め
切
り
は
4
月
15
日
。

自
治
連
合
会
通
常
総
会
４
月
14
日
開
催

地
域
功
労
者
７
氏
に
感
謝
状

市民センター

比
叡
朝
ク
ラ
ブ
発
足
へ

健
康
づ
く
り
へ
会
員
募
集

自
治
連
合
会
提
出
の
７
議

案
の
う
ち
第
３
号
議
案
「
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
を
廃

止
し
、
基
金
残
高
を
各
丁
自

治
会
に
分
配
す
る
」
は
、
学

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
に
あ

る
基
金
を
各
丁
に
分
配
す
る

も
の
。
各
自
治
会
で
、
自
治

会
活
性
化
策
や
集
会
所
管
理
、

丁
内
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

こ
の
基
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
長
年
の
学
区
の
課

題
。
昨
年
５
月
、
学
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
金
管
理
委
員
会
の

配
分
方
針
の
答
申
を
受
け
、

学
区
自
治
連
合
会
が
定
例
会

や
各
丁
住
民
ら
の
討
議
、
議

論
を
経
て
総
会
提
案
に
い
た
っ

た
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金
の
分

配
は
、
学
区
自
治
連
合
会
の

資
産
の
処
分
に
あ
た
る
の
で
、

学
区
自
治
連
合
会
会
則
の
資

産
処
分
の
条
項
が
適
用
、
総

会
出
席
者
の
４
分
の
３
以
上

の
賛
成
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
第
４
号
「
特
別
会

計
」
設
置
議
案
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
基
金
配
分
案
で
は
、
学

区
自
治
連
合
会
に
も
基
金
が

配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

学
区
自
治
連
合
会
で
は
、
こ

の
基
金
を
管
理
す
る
た
め
の

特
別
会
計
を
設
置
す
る
も
の
。

こ
の
ほ
か
、
野
々
口
義
信

学
区
自
治
連
合
会
会
長
が
学

区
自
治
連
合
会
会
則
に
よ
る

３
年
の
任
期
を
満
了
、
通
常

総
会
で
新
学
区
自
治
連
合
会

会
長
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
自

治
連
や
各
丁
自
治
会
活
動
、

日
吉
台
の
ま
ち
づ
く
り
に
功

績
の
あ
っ
た
７
氏
に
対
す
る

地
域
功
労
者
表
彰
も
行
う
。

31
年
度
総
会
議
案
書
と
総

会
出
欠
回
答
書
は
29
日
に
印

刷
後
、
各
丁
配
布
。
書
面
表

決
結
果
の
学
区
自
治
連
提
出

締
め
切
り
は
4
月
10
日
前
後

を
予
定
し
て
い
る
。

自

治

連

通

常

総

会

の

議

案

書
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学
区
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の
小
修
理

を
担
う
「
日
吉
台
学
区
空
き
家
見
守
り
隊
」

（
岸
本
善
春
代
表
）
。
発
足
以
来
初
の
作

業
が
３
月
９
日
、
日
吉
台
の
住
宅
で
行
わ

れ
た
。
こ
の
見
守
り
隊
は
、
学
区
内
に
あ

る
空
き
家
所
有
者
の
依
頼
を
受
け
、
家
屋

の
小
修
理
や
除
草
な
ど
簡
易
な
作
業
を
有

料
で
実
施
す
る
も
の
で
学
区
空
き
家
対
策

委
員
会
の
対
策
事
業
の
ひ
と
つ
。

活
動
を
始
め
た
空
き
家
見
守
り
隊
は
、

空
き
家
の
老
朽
化
の
進
行
を
と
ど
め
、
近

隣
景
観
保
全
の
た
め
、
原
則
空
き
家
所
有

者
の
依
頼
を
受
け
、
公
的
な
手
続
き
、
特

殊
な
機
器
、
特
別
な
資
格
等
を
必
要
と
し

な
い
修
繕
・
修
理
を
有
料
で
行
う
も
の
。

作
業
を
担
当
す
る
見
守
り
隊
は
、
３
丁
目

西
在
住
の
岸
本
さ
ん
を
代
表
に
計
４
人
で

発
足
、
昨
年
暮
れ
、
学
区
自
治
連
合
会
と

契
約
書
を
締
結
し
た
。

初
活
動
に
は
、
岸
本
代
表
ら
４
人
が
出

動
。
午
前
９
時
ご
ろ
か
ら
住
宅
の
庭
木
の

手
入
れ
や
剪
定
作
業
を
実
施
。
１
日
が
か

り
の
作
業
で
処
理
し
た
下
草
や
植
木
の
処

理
枝
は
23
袋
に
も
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

住
宅
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ

て
い
た
。
（
庭
木
の
剪
定
を
行
う
見
守
り

隊
）

市
立
日
吉
台
小
学
校

（
熊
川
芳
彦
校
長
）
の
平
成

30
年
度
、
第
37
回
卒
業
式
が

3
月
19
日
、
同
小
体
育
館
で

行
わ
れ
23
人
が
卒
業
、
思
い

出
の
校
舎
を
後
に
し
た
。

卒
業
式
は
、
大
津
市
長
代

理
の
安
孫
子
昌
治
日
吉
台
支

所
長
、
野
々
口
義
信
学
区
自

治
連
会
長
、
学
区
の
各
種
団

体
代
表
者
ら
が
来
賓
と
し
て

出
席
。
父
母
、
在
校
生
ら
の

拍
手
の
な
か
、
卒
業
生
が
入

場
、
一
人
ひ
と
り
が
、
マ
イ

ク
の
前
に
立
ち
「
勉
強
、
ク

ラ
ブ
活
動
で
頑
張
る
」
な
ど

力
強
く
中
学
校
に
進
学
す
る

決
意
を
述
べ
熊
川
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
て
い
た
。

熊
川
校
長
は
、
「
こ
れ
か

ら
み
な
さ
ん
に
は
乗
り
越
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
壁
が
出

て
く
る
。
強
い
気
持
ち
で
こ

れ
ら
の
壁
に
立
ち
向
か
い
、

日
吉
台
小
卒
業
生
と
し
て
の

誇
り
を
持
ち
、
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
送
り
、

在
校
生
の
送
る
言
葉
の
あ
と
、

卒
業
生
ら
が
か
わ
る
が
わ
る

学
校
の
先
生
や
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
祖
父
母
ら
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
、
「
旅
立

ち
の
日
に
」
を
元
気
よ
く
斉

唱
、
６
年
間
の
思
い
出
の
学

校
に
歌
声
を
響
か
せ
て
い
た
。

「
ず
っ
と

も
っ
と

住

み
続
け
た
い
日
吉
台
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
学
区
空
き
家
対
策

委
員
会
主
催
の
第
３
回
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
日
吉
台
の
現

状
と
今
後
の
課
題
」
が
２
月

26
日
、
日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー

第
１
、
第
２
会
議
室
で
開
か

れ
た
。

3
回
目
は
、
１
丁
目
南
在

住
の
行
政
書
士
、
森
永
勝
博

さ
ん
が
「
土
地
家
屋
の
相
続

と
後
見
に
伴
う
法
的
な
手
続

き
と
対
応
」
、
不
動
産
鑑
定

士
の
堤
義
定
さ
ん
が
「
日
吉

台
の
土
地
評
価
を
上
げ
る
た

め
の
課
題
」
と
題
し
そ
れ
ぞ

れ
講
演
。
訪
れ
た
約
30
人
の

住
民
ら
と
質
疑
応
答
な
ど
を

行
っ
た
。

講
演
で
、
森
永
さ
ん
は
、

相
続
の
さ
い
の
基
礎
控
除
や

税
額
控
除
、
土
地
家
屋
の
相

続
と
法
的
な
手
続
き
と
対
応
、

相
続
の
順
位
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
。
ま
た

堤
さ
ん
は
、
日
吉
台
の
土
地

評
価
に
つ
い
て
「
日
吉
台
は
、

人
材
が
豊
富
。
治
安
が
良
い
。

地
域
活
動
が
活
発
」
な
ど
高

評
価
で
き
る
点
を
指
摘
、
そ

の
た
め
に
「
住
み
良
い
町
だ

と
い
う
情
報
を
あ
ら
ゆ
る
方

面
へ
多
数
発
信
す
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
訴
え
た
。

日
吉
台
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
行
、
今
後
空
き
家
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

空
き
家
見
守
り
隊
初
出
動

庭
木
剪
定
、
美
し
い
姿
に

住
み
続
け
た
い
日
吉
台
め
ざ
し

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

歌声を響かせ「さようなら」

日吉台小卒業式、２３人巣立ち

市民センターで開催される第 3 回ワークショップ

歌 声 を 響 か せ 巣 立 つ 日 吉 台 小 卒 業 生 ら


